The relationship between anxiety and the personality in the provisional examination for a driving license by 橋口, 泰武 et al.
千葉体育学研究第 11 号 39~45 1988 
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1. はじめに
最近のスポーツ競技では、技術だけでなく心理
的側面すなわち“あがり’'対策が重視されている
ことから、本研究グループはスポーツ競技の“あ
がり”を研究課題とした。“あがり’'の概念につ
いては成瀬(8)• 長谷川（3). 長田(11). 藤巻(!)・丹羽(9)
らの著書にみられるように、視点や研究導入の相
違によって多少の差異が見られるものの、一般的
には「過度の興奮（緊張）により、精神（神経）
に混乱を生じ、パフォーマンスが低下した状態」
といわれる。又、別な観点から市村(6) はあがった
時の現象（徴候）を分析し、“あがり’'は「それ
ぞれの（自律神経系の緊張、心内緊張力の低下、
不安感情、運動技能切昆乱）要因り複合切な心i呈
学的及び生理的現象である」とのべている 3 日本
での“あがり”の研究は、 1959 年頃から体育学研
究や、日本体育協会誌等で報告されるようになり、
その後、多種多様な研究が体育学会やスポーツ心
理学会等で報告されてきた。それらの報告につい
(12); て徳永 らは「原因、徴候、対応策、そして“あ
がり”やすい人の性格等が分析され、スポーツに
おける心理面のトレーニングの重要性が指摘され
てきた。しかし、現状では的確な理論的説明や方
法論が乏しい」と指摘しているように、今だに
“あがり’'に関しては理論的体系化がされている
とは言えない。
本研究は過去の文献をベースに「あがり原因」
「あがり現象」 「緊張の程度」 「不安」 「パーソ
ナリティー」等の実態調査を多面的にとらえ、そ
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れらを分析することによって“あがり’'の理論体
系に一歩でも近ずければと考える。そして、そこ
から“あがり’'の防止方法が打ち出せるのではな
かろうかと推論するものである。今回の報告では
不安をあがりの一つの原因としてとらえ、不安内
容を分析しパーソナリティーとの関連をみるもの
である。“あがり”をもたらす要因は内的、外的
なものを含め多様であることを認めつつ、橋本(4).
小山(7) らの報告にも見られるように、場面（状況）
に向かうときの不安状態が“あがり”の大きな要
因にもなっている。不安をひきおこす要因も［対
戦相手」 「経験年数」 「技術」 「コンディション」
等多くみられるか、今回はパーソナリティーとの
哭連を分祈し tこ不安とパーソナリティーとの関
連 1こついての研究は徳永(12) ・丹羽(10) ・麗(2) らで数
例の報告がみられたが、いずれも不安の「高低」
とパーソナリティーとの関連で扱っており、その
結果はそれぞれ異なる速度を使用しているため必
すしも単純に比較することはできない。また、そ
れらの研究では不安の「状態」や「内容」とパー
ソナリティーとの関係は扱っていない。
“あがり’'はスポーツ場面に限らず日常生活で
も多くみられる現象であることから、スポーツ以
外の領域からも資料を収集し、“あがり’'の実態
を把握しようとするものである。
そこで我々は、自動車教習所の運転免許仮検定
時を緊張場面と設定、受験者の「属性·態度調査」．
「不安調査」 ・「人格検査」・「あがり徴候調査」
及び「心拍数測定」を実施してきた。その中から
今回は受験者の「不安」・「人格検査」との関係
を分析し、 “あがり”をもたらす要因について考
察するものである。自動車教習所の仮検定時を緊
張場面とした理由は、本研究グループが大学生
700 名を対象にしたあかり場面の調査結果、学生
が自動車教習所での検定時をあがった場面として
多くあげていたこと、また調査に対するテクニ J
クの背景として次のことがあげられる。 (1)技術の
レベルについては、ステップ方式で受験者は検定
時に一定の駄準を満たし同等なレベルにある。
(2) 自動車教苦所の検定では行動時の心拍数測定が
可能と思われか (3)検定の合ふすなわち、成功
と失敗の判定がはっきり現われるなどであった。
2. 調査方法及び対象者
被験者は総計 203 名（男子 185 名・女—f•18名）
で、各調査0)内訳は次の通りである 0
203 名 (YJF-185 名・女寸'•18名）、
［不安調査」
「属性・態度
調査」 ［徴候凋査」 l 人招検査＿」は 159 名（男f
141 名・女「18名）、心拍測定37名、「こだし今回
は男 f•のデータだけを分析した。』査0)内容につ
いては 1属性・態度」はl6項目、 ［人格検査」は
16PF'(THE SI XTF~EN 
日本文化科学社）を使用、
（各 5 段階尺度、
った）力入らなる調査 9雲を~＇
は CSA!
PERSON FACTOR 、
i徴候蘭査」は本研究
グループのこれまでU)買料と文献を参名に45項目
｛こ感じ「こ.力)なり感じ; t，ご·
少し感じた•あまり憾じなかっ「こ＂全く感じなか
し使川、
2 ふ本研究にげ致するように修正しだ
ものを使川（以「は CS A i 2 と国す）、い拍測
定機は、 H·R メモリ←→ MAC （ヴァイン社）を使
r廿しに。尚、調査闊斯につしヽては、
は検定())45 匁＼、 1 均閲 1—liI （コース詢明時）に実施
［徴候調査」
I 不安調査」
「人格検査！ 「属性・態疫調査」
の調査は仮検定柊j]佼 30 分～ 1 時間30分の間に実
施した。また「心拍数測定］は被験者に対して仮
し、
検定当日の受験者集合時間の約15分前（仮検定の
約 1 時間前）から仮検定終了後約30分までを継続
して測定した。調査期間は昭和6叩:: 1 月から 11月
までである。尚不安調査だけ被験者数が多くなっ
ているが、不安調査をした被験者が仮検定で不合
格になった場合、不合格者は筆記試験を受験でき
ず、よって他の調査は実施できなかった。後に、
不合格者には面接や郵送で調査を依頼したが解答
は僅かであった。
3. 分析方法
今↓屯じ）分析は、上記調査0) 「不安調査」
格検杏」それに i属性・態度調査l で記述式皿答
をさせた，-ド安内容」とである。
［人格検査」については単純集計で各調査項目こ‘‘
との度数・半J:'cJlfi、クロス集』では、各坦日の尺
度（ l入分）による＼『らいのノ、[U)検定および各瑣目
との相関係数を⑫．旦4 1./f二
度数は表 1 に示し 7二こしてある。まだ「CSAI-
2」 27 瑣目を日汀］＇屑こよる因 f分析をし、
にNormal
い 4 因f を抽出し Tこ
閲係数を求めるだめ、，；」［ごとに瑣日の得点を合
叶しに。得点は、臣芸・イ、安か高しヽ程、又は、自
伍がある程、
るようにしに。
．、）
??
［知能」
がみられに。
［心の準備」
り」
・「人
「不安調査」と
|ィ＜安調］内」の項目と
さら
Var 1rnax 三：こよる lI9」交回転を行な
そ □ 4 1月子を他項目との相
リラノクスしている程高得点を与え
「一国， I::. 悲度調査」による不安0)
内容分析は表 2iこパし］こ叫りである。尚、 16PF 
につしヽてはプロフィー几による分析は行なわず、
各項目の尺度点に［って U)み解釈しに。
［仁安凋査」
結果と考察
「ぷ安←こ「I ヽーソナリティー」
表 3 は 1 CS Al --2」 27 瑣日と [16PF 」 20 項
目（第二次因子を 4 項目を含む）との相関係数を
現わしにものである。 l6PF 項目())一次因fでは
［罪貢感」 「自己統制」 1・浮動性不安」
U)項目が [CSAI -2 」 の数項目とに有意な相関
f知能」の項目では 1'女心した気分
「胃のムカつき」
［手の汗ばみ」
「他者への気がか
［身体のかたさ」等の 6 項目
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表 l 27 項目（））冑灼伯と度数 (I月 f) n -185 
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? パi/, ， i 容＇; r 柘 ([I{}］中．阪険＇／」．） 回答者 71 名 (lu]答率 50%)
で危険率 5 %U)有忍；tかみらオし fこ．｝
27項目中有忍な相閲かみられだし）は 6 ItJt」と少な
しヽが、
ICSAT21 
「低日屁群」 (1 「しヽ半＇」断、 入し＼ ＿士気、 ！＜離
滅裂傾向）は I 闘知能惜」（優れだ＼！l断、'’]し、 1:
気、かんはり、知ぴ］閲しか討J し＼）よ h 検じ巧： 9 -イペ
安か高ま••'「こと考えられる。
［自信仏）なさ I
1 罪貞感」 (;9)I貝 L」は
I・不合格に対する気かかり」
手な運車！；採 1乍への気かかり」
「ド
『~胄 U）ムカつき」等
で危険率 0. 1 ％で有意、
に対する気がかり」
定への気かかり」
鼓動」
! I::.手な運転操作への自信」
！梢神的庄中への不安」で危険率 1 ％で有意、「検
「心臓の「日に」
「イライラする」
［胃の緊張」
「ミス
I 目標達成への不安」 「手の汗ばみ」
体のかださ」等て危陰率 5 ％で有意であった。つ
「身
まり CSAI-2」 27坦日中15 もの項目において有
g,→店がみられ1こ。すなわち「罪責感群」（自信が
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表 3 不安項目と 16PF との相関値
n ｰ 141 三i i i i ;』：;』ふ邑且: i 』[ i i : i [ 分 1 低 l 低 1 服 l 退 l 超我に抗実敏的張現 1 無 充 1 保 1 団足低 1 低 1 ，内 l 低 l 心 1 依 I
不安項目 裂知自従潮自 l 過性主 1 弛 1 実技足守依 1 統緊：向不情存的能我的的我敏 1 義緩性巧感性存合張：性安的性
......;... I. 検定への気がかり .023 .001 -.135 .106 .044 .065 -.016 -.083 .192 .018 -.001 .212 .067 .014 -.246 .259:.064 .280 .039 .001 
+ + +: + 2. あがり —.053 -.047 -.095 .056 .040 .055 .032 .070 .037 .092 .046 .148 .001 .098 -.149 .159;.001 .154 .027 .001 
+ 3. 知ちのゆとり 一． 023 -.001 -.001.046.043 -.151.051 -.001 -.001.001 -.065 -.130.049 -.050 -.098 -.057[.061 -.081.101.091 
... 4. 自信のなさ .001 -.100 -.090 .111 .001 .077 -.012 -.023 .090 .025 -.058 .287 .014 -.023 -.1!1 .17対． 021 .2r~ -.013 -.056 
5. イライラ ー． 037 -.090 -.1!8.107.047.060 -.039 -.001.080.037 -.048.244 -.072 -.010 -.14; ．盈．035 ．滋．047 -.048 
6. 精神的ここちよさ .001 -.1!6 -.102 -.081 -.059 -.049 -.037 -.061 .02! -.028 .025 -.Olf .001 -.06: .166 .02~ -.056 .018 -.076 -.070 
7. 運転操作への + + ・
気がかり .077.056.038 -.032 -.046.102 -.001.093 -.157.088.042.161.018.188 -.071.039: -,084.064 -.081 -.024 + 8. 身体の緊張 一．021.048 -.068.028 -.028.083 -.038.099 -.001.084.001.161 -.042.108 -.076.16月— .047.!6r -.013 -.001 
9. 自信 一.084 -.098 -.020.023.022 -.119.018.073 -.053.001.092 -.1函—.001.028 -.097.033: -.019 -.061.076 ．臨
10．不合格に対する + 
気がかり .052 -.063 -.100.14r.012.023 -.001 -.034 -.062.Ill -.188 ．磁．021.075 -.065 ．巖．049 磁．056.026+ 11. 胃の緊張 .001 -.105 -.154 .138 .026 -.098 -.053 .020 -.012 .134 -.078 .213 .01! -.001 -.144 ．磁: .02s .2is .048 .038 
12. 安心した気分 —.079-．函 .001 .029 -.067 .013 .101 .044 .041 .012 -.179 -.069 -.029 -.079 .036 .055!.056 -.016 .043 .001 
13. ミスに対tゑ5かり .095 -.023 -.014 .092 .04o .104 -.080 .121 -.on .032 -.052 .品 -.132 .057 -.082 .17奇． ooi" .19i -.095 -.01s 
14. 身体的リラックスー．017 -.085 .019 -.001 -.029 -.001 .052 .063 .120 -.001 -.013 -.101 .032 -.046 .071 -.021i.028 -.051 -.062 .048 
• + 
15. 心の準備 一．001.175.056.001.084 -.074.119.106.001 -.034.077 -.154.11! -.032 -.018 -_093:.068 -.129.014.121 
16. 下手だ類罰＞り．054 -.085 -.139.094.010.061 -.080.001.018.073 -.016 ．召~ -.056.034 -.210 ·!:~i-.012 ．成! -.032 -.078 
17. 心臓の鼓動 —.069 -.054 -.036 .035 ,04I .091 -.133 -.001 .039 -.001 -.046 .l~ —.070 -.028 -.124 .2梵— .001 ．湛 .077 -.lzt! 
18．上手な運転操腎の + . .. 2-.13: .067 .14t 信 -.001.014.046.124.163-.090.192-.001.116 -.081.116 -.218-.020 -.057.001 -.075;.17 .133 .1519. 目標達成への不安 .109 .078 -.047 .030 -.022 .029 -.097 .073 -.010 -.040 -.018 ．函 ． 1函 ． 19う―.130 .192i-.067 .202 —.104 .001 
20. 胃のムカつき ー．031--.zi!i -.154.156.033.013 -.021.024.066.043 -.114.磁-．050 -.023-．函．筑．047 ．磁．043 -.051 
21. 精神的リラックス .054 -.035 .050 .019 .034 -.044 .134 .084 .080 .031 .020 -.]26 .026 -.051 -.028 -.104:.065 -.116 -.061 .092 
+.... + 22．他者への気がかり .136 -.212 -.lll .122 .065 -.138 -.001 .042 -.040 .ll7 -.097 .1Si -.082 .079 -.244 .14国． 048 .141 -.001 ,001 
23. 手の汗ばみ —.065 -.184 —.ll2 .056 -.030 .020 -.071 .077 .134 .083 -.055 .19i -.126 .001 -.102 .15亙— .040 .193 -.017 -.055 
+ + 24. 目標達成への自 fil -.093 -.083 -.028 .012 .033 -.141 .031 .001 .072 -.109 .014 -.156 -.036 -.058 -.001 .044:.031 -.028 .066 .001 
25．精神的集中への
不安 -.025 -.098 -.!9i.058.001 -.043 -.106 -.042.124 -.131 -.154 ．必7 -.092.061 -·.195 磁： _.010 Jis.058 -.129 :
26. 身体のかたさ .099 -.166 .001 .081 .001 .072 .110 -.012 -.001 .022 -.046 .170 -.062 .050 -.170 .244:-.028 .211 .108 -.090 
切合格への自信 .047 .1!4 .121 .080 .080 -.063 .021 -.011 -.036 .203 .154 —.140 -.037 .068 .Oll .001:.038 -.068 .032 .034 
ない、自責的、不安定な、心配性、人目を気にす
る）は「自信群」（落ち着いた、穏やかな、安定
した、満足感）より検定前に不安が高まったと言
える。 「自己統制」の項目では「検定への気がか
り」 「精神的ここちよさ」 「下手な運転操作への
気がかり」 「他者への気がかり」 「精神的集中へ
の不安」 「身体のかたさ」等で危険率 5 ％で有意
であった。つまり「CSAI~2」 27 項目中 6 項目
で有意な相関がみられた。すなわち、 「無統制群」
（気まま、しまりのない、衝動的、無軌道）は
「統制群」（自律的、意志的、きちょうめん、自
制的）より仮検定前で不安が高くなったと考えら
れる。 「浮動性不安」項目は「心臓の鼓動」 「胃
のムカつき」 「精神的集中への不安」等で危険率
〇． 1%で有意、 「検定への気がかり」 「不合格に
対する気がかり」 「身体のかたさ」で危険率 1%
+P<.1 "P<.os "'P<.01 ""P<.001 
で有意、 「自信のなさ」 「身体の緊張」 「ミスに
対する気がかり」 「目標達成への不安」等の項目
と危険率 5 ％で有意であった。つまり「CSAI-2」
27項目中1~員目で 5 ％以下の有意差がみられた。
すなわち、 「高緊張群」（固くなる、欲求不満的、
興奮的、いらいらした）は「低緊張群」（くつろ
ぐ、穏やか、不活発、平静）より仮検定前で不安
が高くなったと言える。 16PF の一次因子ではパ
ーソナリティー特性で罪責感が高い程、緊張感が
高い程、仮検定前に不安が高まったと推測できる
し、知能が低い程、統制がない程、仮検定前に不
安が高まる傾向にあったと思われる。
16PF の二次因子 4 項目をみると、 「不安」項
目が「CSAI-2」 27項目中 13 項目で 5 ％以下の
有意差がみられた。この二次因子の不安項目は、
一次因子の「浮動性不安」 「罪貴感」 「自我強度」
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「猜疑心」 「不安抑制力」で構成されている。す
なわち、二次因子では「自信がない群」 「放縦的
（衝動的）なもの」 「固くなる（落ち着かない、
張りつめた）もの」が、自動車教習での仮検定時
において不安感を高める一つの要素といえる。今
回の結果は、上述したように仮検定前に不安を規
定するパーソナリティー特性として［罪責感」、
「知能」 「自己統制」 「浮動性不安」の項目があ
(12) (l( )) ~ げられた。しかしこれらの結果は徳永・丹喜 り
の報告と必ずしも一致しなかっ fここじ）ことは呈
張場面、検査様式等の相違か起因するとも考えら
れ、今後より検討する必要があろう。
次に「CSAI-2」を因子分析した結果を表 4 に示
す。抽出された 4 因子は、緊張。自信・不安·リ
ラックスと解釈した。これは橋本(5) らがスポーツ
選手に実施した因f分析と少し異なる結果となっ
たが、場面、緊張の度合、測定時期等の相違があ
り当然の結果ともおもわれる。これら抽出された
各々 u) 因臼こ項目得点を力0算し尺度点を作成し、
そ□ 16PF 項目とし）咀関直を算出した。その結
圭を表 5 i こ点す。 I罪占感_J O)項目では「緊張因
子」 「不安因子」で 0. 1 ％の危険率で有意であり、
表 4 日本語版 CSAI~2( （反検定用に修正）の回転後の因子負荷凧 匹＿
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表 5 不安因子と 16PF との相関値
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「自信因子」とは 1 ％の危険率で有意であった。
「自己統制」の項目では、 「緊張因子」 「不安因
子」で 5 ％の危険率で有意であった。 「浮動性不
安」項目では「緊張因子」と 0.1 ％の危険率で有
意であり、 「不安因子」とは 1 ％の危険率で有意
であった。すなわち、 「罪責感」の項目では「リ
ラックス因子」を除く他の 3 因子との相関がみら
れ、 「罪責感群」は緊張が高まり、自信がなくな
り、不安感が高まるといえよう。 「自己統制」、
「浮動性不安」の項目では、 「緊張因子」 「不安
因子」と相関がみられ、無統制群、高緊張群程、
仮検定前で緊張が高まり、不安が高まったといえ
る。このようにパーソナリティー特性によって不
安の内容（種類）が異なることが推測できる。依
って不安内容をより分析する必要があると思われ
る。第二次因子では「不安」項目で「緊張因子」
と 0.1%、 「不安因子」と 1 ％の危険率で有意差
がみられた。すなわち一般的な不安が高い場合、
仮検定前に緊張感や不安感が高まったといえる。
2) 「不安の内容」と「パーソナリティー」
閂安の内容」については表 2 のとおりである。不
安についての設問は「この検定で不安を感じた人が
いましたら、どのような不安か箇条書きで記入し
て下さい」とし、不安内容を具体的に記入しても
らった。回答者は被験者 141 名中70名で約50％の
回答率であった。回答の内容分析にあたっては、
先ず内容を「不合格に対する不安」 「技能に対す
る不安」 「その他」の 3 項目に大別し、さらに
「不合格に対する不安」 「技能に対する不安」の
2 項目は「漠然とした回答」と「具体的な回答」
に分けた。また複数回答があったが、他項目との
クロス集計をするため第一位記入を回答とした。
上記 3 群を「属性。態度調査」の「合否」 「あが
り意識」項目でみると、 「不合格に対する不安」
群は「技能に対する不安」群より有意差がみられ
なかったものの平均得点が高い。すなわち、 「不
合格に対する不安」群は「技能に対する不安」群
より不合格者が多く、あがりの自覚が強い傾向で
あった。たとえば合否の比率をみると「不合格に
対する不安」群は25名中 4 名 (16% ）の不合格者
がおり、 「技能に対する不安」群は41名中 1 名
(2.4 %）である。また「その他」群は上記 2 群
に比べどの項目でも平均値が低くあがりに関する
自覚が弱かったと言えよう。そこで、 「不合格に
対する不安」群と「技能に対する不安」群を 16P
F の項目とクロス集計し差の検定を試みた。その
結果、どの項目においても有意差がみられなかっ
た。しかし、 「その他」群は16項目の全ての項目
で得点平均値が最高点か最低点であり、他の 2 群
と異なった領向を示していた。
結 論
本研究は、自動車教習所の仮検定時を緊張場面
と設定し、被験者 141 名（男子）の仮検定前の不
安状態 (CSAI-2) と自由記述させた不安内容を
分析し、それと 16PF との関連をみたものである。
その結果は次のように要約される。
1) CSAI-2 の項目と 16PF との関連をみた限
り、 「罪責感群」は「自信群」より、 「高緊張群」
は「低緊張群」より仮検定前に不安感が高くなっ
た。また「低知能群」は「高知能群」より「無統
制群」は「統制群」より仮検定前に不安感が高く
なる傾向がみられた。
2) CSAI-2 項目を因子分析した結果と 16PF
では、 「罪責感」の項目では「緊張因子」 「不安
因子」 「自信因子」と有意な相関がみられ、 「自
己統制」 「浮動性不安」の項目では、 「緊張因子」
「不安因子」と有意な相関がみられた。
3) 不安の内容分析では、不安の内容によって
16PF の項目に有意差はみられなかった。
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